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四賀の世帯数・人口

世帯数　　　1,957世帯　
人　口　　　4,955　人
　男　　　　2,407　人　
　女　　　　2,548　人

③2019（平成31）年３月30日（土） 第321号

　４月30日に天皇陛下の退位の儀が行われ、平成が終わります。そこで、四賀地区の平
成の30年を振り返ってみたいと思います。四賀村の時代から、平成17年４月の松本市へ
の合併を経て、四賀地区はどのように変遷してきたのか、主な出来事を考えてみました。

四
賀
地
区
の
三
〇
年
を
振
り
返
る

さ
よ
う
な
ら
平
成

変
わ
り
ゆ
く
四
賀
地
区

　
『
里
山
を
め
ぐ
る
、
あ
そ
ぶ
、
あ

じ
わ
う
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
「
四

賀
に
き
ま
し
ょ
」
が
活
動
し
て
七

年
、
四
賀
地
区
に
点
在
し
て
い
る

カ
フ
ェ
な
ど
を
舞
台
に
、
四
賀
内

外
の
有
志
に
よ
る
体
験
講
座
や
飲

食
を
通
じ
て
、
四
賀
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
き
た
。
そ
の
効
果
で
年
々
四

賀
の
認
知
度
が
高
ま
り
「
四
賀
が

熱
い
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

　

四
賀
地
区
の
人
口
は
平
成
二
年

の
国
勢
調
査
の
六
五
五
六
人
か
ら
、

今
月
一
日
の
四
四
七
七
人
へ
と
減

少
し
て
い
る
。
人
口
減
少
は
全
国

的
な
も
の
だ
が
、
四
賀
は
顕
著
な

よ
う
だ
。
人
口
流
出
に
歯
止
め
を

か
け
、
Ｕ
タ
ー
ン
と
Ｉ
タ
ー
ン
の

増
加
を
図
る
。
国
道
一
四
三
号
の

青
木
峠
の
新
ト
ン
ネ
ル
開
通
が
起

爆
剤
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。
工

事
の
早
期
事
業
化
が
待
た
れ
る
。

　

平
成
二
〇
年
「
殿
村
遺
跡
」
が

発
見
さ
れ
会
田
氏
の
居
館
跡
か
？

と
思
わ
れ
た
が
、
周
辺
実
地
調
査

も
終
了
し
た
今
、
結
論
は
ま
だ
出

て
い
な
い
が
、
宗
教
施
設
の
跡
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
虚
空
蔵
山
は

山
岳
修
験
場
で
、
山
麓
一
帯
に
広

が
る
宗
教
空
間
の
遺
跡
の
よ
う
だ
。

　

こ
の
発
見
は
史
跡
や
文
化
財
を

見
つ
め
直
す
契
機
に
な
り
、
保
存

展
示
は
観
光
資
源
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

平
成
十
二
年
頃
、
松
本
平
で
被

害
が
出
始
め
、
四
賀
地
区
に
も
拡

大
。
県
の
天
然
記
念
物
の
東
北
山

の
千
本
松
も
枯
れ
、
平
成
二
十
五

年
六
月
に
伐
採
さ
れ
た
。
子
ど
も

の
頃
、
父
に
連
れ
ら
れ
て
行
っ
た

松
茸
山
の
赤
松
も
長
年
庭
師
に
手

入
れ
し
て
も
ら
っ
た
庭
の
松
も
す

べ
て
枯
れ
て
し
ま
っ
た
。
有
効
な

対
策
は
ま
だ
な
く
、
次
世
代
へ
の

重
い
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

財
政
危
機
と
人
口
の
減
少
か
ら
、

合
併
特
例
法
に
よ
る
財
政
支
援
を

受
け
て
、
四
賀
村
も
松
本
市
と
合

併
を
し
た
。
大
き
く
変
わ
っ
た
こ

と
も
、
あ
ま
り
変
化
の
な
い
こ
と

も
あ
る
が
、
四
賀
は
松
本
市
に
な
っ

て
も
、
独
自
の
活
動
が
盛
ん
で
他

地
区
の
耳
目
を
集
め
て
い
る
。

　

市
と
一
体
化
す
る
中
で
、
こ
れ

か
ら
も
四
賀
の
住
民
と
し
て
の
矜

持
を
保
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
児
童
の
減

少
と
校
舎
の
耐
震
強
度
不
足
が
明

ら
か
に
な
り
、
四
賀
地
区
四
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
統
合
検
討
会
が

平
成
十
九
年
に
発
足
。
建
設
場
所

も
設
計
図
面
も
確
定
し
現
地
調
査

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
殿
村
遺
跡

が
発
掘
さ
れ
、
保
存
が
決
定
し
た

た
め
、
開
校
を
二
年
繰
り
延
べ
、

二
十
五
年
に
現
在
の
場
所
に
建
設

さ
れ
、
四
賀
小
学
校
が
開
校
し
た
。
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今
上
天
皇
即
位　

平
成
が
始
ま
る

四
賀
村
化
石
館
竣
工
式

消
費
税
開
始（
３
％
）ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

ア
ン
シ
ャ
ン
テ
四
賀
東
山
館　

オ
ー
プ
ン

東
西
ド
イ
ツ
統
一

初
め
て
の「
四
賀
夏
ま
つ
り
」開
催

湾
岸
戦
争　

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊

反
町
住
宅
団
地
分
譲　

二
十
五
倍
の
人
気

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
開
所

初
め
て
の「
福
寿
草
ま
つ
り
」開
催

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
起
工

長
野
自
動
車
道
開
通

松
本
サ
リ
ン
事
件

阪
神
淡
路
大
震
災　

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

Ｏ
１
５
７
食
中
毒
多
発

消
費
税
が
５
％
に
な
る

四
賀
村
が「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」内
閣
総
理

大
臣
賞
を
受
賞

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

四
賀
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
完
成

新
・
会
田
中
学
校
竣
工　

水
上
ダ
ム
完
成

米
国
同
時
多
発
テ
ロ

四
賀
村
役
場
新
庁
舎
完
成

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
韓
大
会

イ
ラ
ク
戦
争
勃
発

台
風
二
三
号
で
大
き
な
被
害

四
賀
村
が
松
本
市
と
合
併
す
る

ト
リ
ノ
冬
季
五
輪　

荒
川
静
香
が
金
メ
ダ
ル

新
潟
中
越
沖
地
震　

郵
政
民
営
化

殿
村
遺
跡　

第
１
次
発
掘
調
査

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク 

米
大
統
領
に
オ
バ
マ
氏

民
主
党
が
総
選
挙
大
勝　

鳩
山
内
閣
成
立

小
惑
星
探
査
機
は
や
ぶ
さ 

地
球
に
帰
還

東
日
本
大
震
災　

長
野
県
中
部
地
震

「
四
賀
に
き
ま
し
ょ
」が
始
ま
る

四
賀
小
学
校
開
校　
　
「
千
本
松
」枯
れ
る

消
費
税
が
８
％
に
な
る

四
賀
音
楽
村　

発
足

熊
本
地
震　

米
大
統
領
に
ト
ラ
ン
プ
氏
当
選

松
本
市
松
枯
れ
が
全
国
最
悪
に
な
る

台
風
二
一
・
二
二
号　

五
常
地
区
県
道
崩
落

会
田
病
院
が「
四
賀
の
里
ク
リ
ニ
ッ
ク
」へ

今
上
天
皇
退
位　

平
成
が
終
わ
る

321 1,946
4,477
2,164
2,313

（平成31年3月1日現在）
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毎
年
、
春
を
呼
ん
で
い
る
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
す
が
、

今
年
も
春
本
番
の
気
候
の
中
で
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

第

１４
回

ソフトバレーボール
大会

◉第14回四賀地区◉

ソフトバレーボール大会結果
一般の部 40歳以上の部

優　勝 反町Ａ 反町Ｂ

準優勝 刈谷原町　煌 殿野入Ｇ

第３位
なっちゃん 刈谷原町　杏

ＩＫＡＲＩ６ いたばオールディーズ

　
一
月
二
十
日
に
行
わ
れ
、
参
加

し
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
年
か
ら
調
査
が
開
始

さ
れ
中
世
の
寺
院
跡
で
あ
ろ
う
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
報
告
と
し
て
、
文
化

財
課
の
竹
原
学
係
長
が
「
地
域
の

忘
れ
ら
れ
た
歴
史
に
光
を
当
て
て
、

他
の
史
跡
を
見
直
す
契
機
に
な
っ

た
」
と
遺
跡
の
意
義
を
話
し
ま
し

た
。

　
講
演
会
と
し
て
、
京
都
国
立
博

物
館
名
誉
館
長
の
久
保
友
康
さ

ん
が
古
代
か
ら
中
世
の
山
寺
に
つ

い
て
解
説
し
、
殿
村
遺
跡
周
辺
に

あ
る
平
安
時
代
か
ら
あ
る
山
寺
を

基
軸
と
し
て
の
虚
空
蔵
信
仰
が
広

ま
っ
た
と
い
う
独
自
の
説
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　
四
賀
の
歴
史
に
大
き
な
意
義
の

あ
る
こ
の
遺
跡
を
ど
の
よ
う
に
保

存
し
、
活
用
し
て
い
く
か
を
考
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　

一
月
二
六
日
に
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
教
室
が
開
催
さ
れ
、
四
二
名
の

親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
爺
ヶ
岳
ス
キ
ー
場
は
、

気
温
は
低
い
も
の
の
天
候
も
よ
く

教
室
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
降
雪
量
も
少
な
く
、

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
も
薄
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

冬
場
の
体
力
づ
く
り
と
し
て
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

2019

「福寿草まつり2019」は３月９日
～３月21日まで開催され、大勢
の来訪者がありました。

開催開催

殿
村
遺
跡
と
そ
の
時
代
Ⅸ

　
　

報
告
会
・
講
演
会

　

二
月
七
日
に
内
川
絵
里
奈
さ
ん

（
五
常
出
身
）
の
ピ
ア
ノ
演
奏
が
音

楽
村
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
内
川
さ
ん
は
、
五
回
目

と
な
り
、
ね
こ
ふ
ん
じ
ゃ
っ
た
変

奏
曲
な
ど
の
他
、
狭

間
由
香
さ
ん
と
の

連
弾
演
奏
も
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
は
、

合
唱
団
に
よ
る
歌

と
語
り
で
綴
っ
た

「
音
楽
も
の
が
た
り

　

平
和
へ
の
願
い
」

を
披
露
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
悲
惨
な
戦
後
か

ら
全
国
民
の
不
断
の

努
力
に
よ
り
平
和

で
豊
か
な
毎
日
を
送

っ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
昭
和
を
送
り
、

平
成
が
過
ぎ
新
し

い
元
号
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
暮
ら

し
は
一
朝
一
夕
に
成

し
得
た
も
の
で
は
な

く
、
私
達
の
父
母
、

遠
く
は
祖
父
母
の

並
々
な
ら
ぬ
悲
し
み
や
苦
し
み
を

克
服
し
た
賜
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

を
深
く
心
に
刻
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
、

私
達
は
そ
の
事
実
を
正
し
い
歴
史

と
し
て
後
世
に
伝
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
世
界

に
目
を
向
け
れ
ば
残
念
な
が
ら
戦

い
が
続
き
、
罪
の
無
い
多
く
の
人

達
が
悲
惨
な
目
に
合
っ
て
い
ま
す
。

日
本
も
そ
の
戦

い
に
巻
き
込
ま

れ
る
こ
と
に
な

っ
て
は
大
変
で

す
。

　

そ
ん
な
中
、

私
達
は
恒
久
の

平
和
を
願
い
、

平
成
の
時
代
に

聞
く
こ
と
が
意

義
あ
る
事
と
考

え
、
昭
和
を
代

表
す
る
「
り
ん

ご
の
唄
」
か
ら

平
成
の
「
ふ
る

さ
と
／
嵐
」
ま

で
六
曲
を
そ
の

時
代
の
語
り
を

交
え
た
楽
曲
を

行
い
ま
し
た
。

　

音
楽
村
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
地

区
住
民
が
企
画

し
、
開
催
を
す

る
も
の
で
す
。

今
後
も
地
区
出
身
の
音
楽
家
の
演

奏
会
や
音
楽
村
村
長
の
天
満
敦
子

さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
、
音

楽
を
通
じ
て
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

内川絵里奈コンサート

四 賀 音 楽 村 の 未 来


